
発　　　行

ＴＥＬ　088-663-5550
ＦＡＸ　088-663-5553

HP:http://fukushi-center.jp/honbu/
E-MAIL:honbu@fukushi-center.jp

第40号
平成28年12月1５日

社会福祉法人徳島県社会福祉事業団広報紙

平成28年12月15日 か　け　は　し 第40号

 -　8　-

第四回交流プラザフェスタ開催！第四回交流プラザフェスタ開催！
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エナジー２０１６
ねっとわ～くＡｓ賞

お問い合わせ
希望の郷　就労継続B型　上八万分場

上八万分場　（９：００～１５：４５）
          ０８８－６３５－１３８６
希望の郷　０８８－６６３－５５５０

草木染めのご紹介  草木染は、上八万分場で咲いている花や、木の葉を利用者さんと一緒に
摘み取り使用しています。色止めなども一切薬品を使用せず全て天然素
材で染め上げています。また、絹や綿の染めた糸を使って「カランコ」
で織り上げマフラーなどを作成し販売も行なっています。写真は作品の
一例です。
　その他にパンジー・ビオラ、葉牡丹など時期にあわせた花を種から育
苗し、大切に育てた苗を格安に販売しており、ビニールハウスには、椎
茸菌床も・・・・・　丹精込めて育て、「安心と安さ」をモットーに販
売しております。

障害児入所施設　　　　未来
放課後等デイサービス事業所 
　　　　　　　　　　　未来
徳島市国府町中３６９番地の１
電　話　088-642-4040
ﾌｧｸｼﾐﾘ　088-642-4041

放課後等デイサービス事業がスタート

理事長あいさつ ---------------------------------------------------  2

理事会、評議員会報告 ---------------------------------------------  4

徳島県社会福祉事業団組織図 ---------------------------------------  5

フレッシュマン紹介 -----------------------------------------------  6

マイナンバー制度が始まります -------------------------------------  7

資格取得・退職者・平成26年度財務諸表・役員等名簿 ----------------  8
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平
成
二
十
八
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、
視
聴
覚
障

が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
西
條
所
長
、
未
来
の
清
重
施

設
長
、
希
望
の
郷
の
佐
野
係
長
、
相
談
支
援
事
業
所

き
ぼ
う
の
松
長
相
談
支
援
員
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

西
條
所
長
、
清
重
施
設
長
、
佐
野
係
長
に
つ
い
て

は
再
雇
用
制
度
に
よ
り
現
在
も
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
二
十
八
年
六
月
末
日
を
も
っ
て
、
希

望
の
郷
粟
飯
原
係
長
が
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

資　

格　

取　

得

退　
　

職　
　

者

目　　　次

徳島県社会福祉事業団役員等

新しい生活のスタート
「あけぼのホーム」から「希望ホーム」へ

　長年グループホームとして生活したマンションが老朽化し、大

きな地震に耐えられない懸念がある中、利用者の居住環境の改善

と安全性の確保が出来る場所への移転が課題でした。

　そしてついに、1つの棟にみんなで引っ越したい！という希望

が叶うマンションが見つかり、平成28年10月1日、名称も「希望

ホーム」として新しい生活をスタートさせることが出来ました。

東部循環バス停留所、スーパーや病院も近く、春には近隣にイオ

ン徳島もオープンします。マンションは南向きで、美しくリフォ

ームされています。何よりゆっくり疲れを癒してしていただける

サイズの浴室があります。利用者の皆さんの、嬉しそうな笑顔で

あふれています。

　

目　　　次

理事長あいさつ ----------------------------------------------- 2

トピックス --------------------------------------------------  3 

理事会、評議員会報告 ----------------------------------------- 4

財務状況 ----------------------------------------------------- 5

フレッシュマン紹介 ------------------------------------------- 6

資格取得、退職者等 ------------------------------------------- 7

　寒さが厳しい季節になり、インフルエンザ
が流行しています。手洗い・うがい・マスク
で予防を行ってください。

編集後記

障害児入所施設「未来」では、平成２８年４月１日より、障がいを持
つ児童を対象に、放課後や学校休業日において、創作活動や余暇活動
等を通じて、日常生活における基本的動作の習得や集団生活への対応
に向けた、放課後等デイサービス事業を開始しました。
また、入所施設利用者が力を合わせて製作したちぎり絵は、今年度の
徳島県障害者芸術祭「エナジー２０１６のねっとわーくＡｓ賞」を受
賞しました。

日常生活における基本動作を習得し、心地よい場所を提供します

退職辞令交付式
平成2８年3月３１日、障がい者交流プラザ
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平
成
二
十
八
年
六
月
に
理
事
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
小
谷
で
す
。
当
事
業
団
の
基
本
姿
勢
で
あ
る
利
用
者

を
最
優
先
に
考
え
、
事
業
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
当
事
業
団
は
、
昭
和
四
十
七
年
の
設
立
以
来
、

県
と
一
体
と
な
っ
て
社
会
福
祉
施
設
の
運
営
を
行
う
と

と
も
に
、
障
が
い
者
交
流
プ
ラ
ザ
を
は
じ
め
、
県
立
福

祉
施
設
の
管
理
運
営
事
業
を
受
託
す
る
な
ど
、
幅
広
い

事
業
を
展
開
し
、
県
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

中
で
も
障
が
い
者
交
流
プ
ラ
ザ
は
、
平
成
十
八
年
の

オ
ー
プ
ン
以
来
、
障
が
い
者
の
交
流
の
拠
点
と
し
て
、

障
が
い
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
に

ご
利
用
を
い
た
だ
き
、
今
年
、
開
館
十
周
年
を
迎
え
、

累
計
で
百
二
十
万
人
を
超
え
る
方
に
利
用
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
今
年
八
月
に
も
「
プ
ラ
ザ
・
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
、
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
を
は
じ
め
、
野
菜
の
販
売
、
演
奏
会
や
ダ
ン
ス
な

ど
の
多
彩
な
催
し
を
行
い
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

多
く
の
県
民
の
皆
さ
ん
が
集
い
交
流
し
て
い
た
だ
い
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
フ
ェ
ス
タ
を
は
じ
め
、
プ
ラ
ザ

の
運
営
に
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
関
係
者
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
夏
、
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
リ
オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
本
県
で
は

七
月
に
徳
島
県
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
私
た
ち
の
事
業
団
は
、
新
し
い
協
会
の
事
務

局
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
経
済
界
や
各
競
技
団
体
の
協

力
を
い
た
だ
き
、
県
を
挙
げ
て
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ

の
一
層
の
振
興
に
向
け
、
推
進
組
織
の
要
の
役
割
を
し

っ
か
り
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

正
式
種
目
で
あ
る
ボ
ッ
チ
ャ
の
普
及
を
は
じ
め
、
障
が

い
者
の
皆
さ
ん
が
ス
ポ
ー
ツ
に
地
域
で
楽
し
み
、
自
ら

競
技
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
開
催
、
情
報
提
供
を
通
じ
た
支
援
や
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
障
害
児
入
所
施
設
「
未
来
」
で
は
、
昨
年

三
月
に
新
施
設
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
年
四

月
か
ら
は
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
、
子
ど

も
た
ち
の
学
び
と
自
立
を
支
え
、
学
校
と
家
庭
を
つ
な

ぐ
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
す
る

た
め
、
生
活
の
拠
点
と
な
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い

て
も
、
本
年
十
月
、
老
朽
化
が
進
む
従
来
の
民
間
マ
ン

シ
ョ
ン
か
ら
新
し
く
改
装
し
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
移
転
、

引
っ
越
し
を
終
え
て
、
「
希
望
ホ
ー
ム
」
の
運
営
を
開

始
し
、
利
用
者
の
安
心
で
快
適
な
住
ま
い
の
環
境
を
確

保
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
利
用
者
の
視
点
を
大
切
に
し
、
障
が
い

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
地
域
へ
の
貢
献
が
図
れ
る
よ

う
、
な
お
一
層
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
利

用
者
、
保
護
者
な
ど
関
係
の
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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平成二十八年七月に理事長に就任いたしました小谷です。当事業団の基本姿勢である利用者を最優先に考え、事

業の推進に取り組んで参りますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

さて、当事業団は、昭和四十七年の設立以来、県と一体となって社会福祉施設の運営を行うとともに、障がい者

交流プラザをはじめ、県立福祉施設の管理運営事業を受託するなど、幅広い事業を展開し、県民福祉の向上に努め

ているところであります。 

 中でも障がい者交流プラザは、平成十八年のオープン以来、障がい者の交流の拠点として、障がい者の方はもち

ろん多くの県民の皆さんにご利用をいただき、今年、開館十周年を迎え、累計で百二十万人を超える方に利用いた

だいております。今年八月にも「プラザ・フェスタ」を開催し、障がい者への理解を深める体験コーナーをはじめ、

野菜の販売、演奏会やダンスなどの多彩な催しを行い、子どもから大人まで、多くの県民の皆さんが集い交流して

いただいたところであります。フェスタをはじめ、プラザの運営にご支援をいただいた関係者、ボランティアの皆

さんに感謝を申し上げます。 

 この夏、ブラジルでのリオ・オリンピック、パラリンピックが開催されましたが、本県では七月に徳島県障がい

者スポーツ協会が設立されました。私たちの事業団は、新しい協会の事務局を担うことになり、経済界や各競技団

未　
　

来

①四宮佳余子 
②パート支援員
③楽しく仕事をしたいと思いま
す。頑張りますので、これから
もよろしくお願いします。

相
談
支
援
事
業
所
き
ぼ
う

①南谷康子 
②臨時相談支援員
③職場の皆様に、温かいご指導
を頂きながら日々、多くの事を
学ばせて頂いております。至ら
ない所が多く、ご迷惑をおかけ
しますが、これからも、どうぞ
よろしくお願い致します。

①四宮伊久江
②臨時保育士
③子どもたちに寄り添った支援
ができるよう努めていきたいと
思います。
宜しくお願い致します。　

①菖蒲登紀
②臨時児童支援員　
③子ども達の日々の些細な変化
にちゃんと気づくことができる
、そんな支援員になりたいと思
っています。よろしくお願いし
ます。

徳島県社会福祉事業団では、今年度も新しい元気な職員を２０名採用
し、これでスタッフは１５４名となりました。
今後とも職員一同、利用者支援を通じて笑顔あふれる施設づくりを全
力で行ってまいりますので何卒よろしくお願いします。

寄附御礼

  皆様方から頂いたご支援に心よりお礼を申しあげますとともに、ご寄附の趣旨に沿っ
て幅広く活用させていだきます。今後ともよろしくお願い致します。

寄附金でのご協力

たくさんのご寄附をありがとうございます

平成２８年４月～平成２８年１２月　（順不同）

物品でのご協力
・三和電業株式会社　様　
・あおばの杜家族会　様　
・小澤敏孝　　様
・大野博子　　様
・気延くらぶ　様　　　　　　
　　　　　　　　

・「小さな親切」運動徳島県本部　様
・株式会社阿波銀行　様　　　　　　
・栗栖　昭雄　様
・徳島信用金庫津田支店　様
・旭鉱石株式会社　様　
・阿部商事株式会社　　　　　　　　

①大森秀子
②臨時看護師
③子ども達の笑顔に元気をいた
だきながら、健康な生活のお手
伝いをしたいと思っています。
なんでもご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

①坂東久枝
②パート支援員
③驚きと感動の毎日。子供達の
喜怒哀楽を受け止められる様努
めます。宜しくお願いします。

①林　久代
②臨時児童支援員
③子どもたちが笑顔に過ごせる
ように頑張りたいと思います。
宜しくお願いします。　
　　　　　　　　　　

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
未
来

①西山　悦子
②パート支援員
③子ども達の笑顔が大好きで一
緒に過ごせる事に感謝していま
す。毎日が勉強です。　　
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お久しぶり、

お元気でしたか？

ピース！
障害児入所施設
「未来」

アクセスアクセス

JR
府
中
駅
よ
り
南
へ
徒
歩
約
15
分

徳
島
市
営
バ
ス
・
徳
島
バ
ス
「
あ
さ
ひ
学
園
前
停
留
所
」
よ
り
西
へ
徒
歩

約
1
分
。
徳
島
バ
ス
「
府
中
停
留
所
」
よ
り
南
へ
徒
歩
約
10
分
。
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①

氏
名

②

職
名

③

抱
負
、
コ
メ
ン
ト

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
紹
介

①菊井直子 
②臨時支援員
③利用者の皆様と一緒に沢山笑
って、仕事ができればいいなと
思っています。
至らない点がありますが、頑張
りますのでご指導よろしくお願
いします。

①川内貴正 
②臨時支援員
③微力ですが、利用者の皆様の
日々の生活を支えていきたいと
考えています。どうぞよろしく
お願い致します。

①中田多英子 
②臨時支援員
③強くたくましくをモットーに
一歩先を目指していつも笑顔で
いようと思います。頑張ります
のでご指導の程宜しくお願いし
ます。

①山下裕子 
②パート支援員
③休日は御朱印集めやパン屋巡
りを楽しんでいます。至らない
点が多々ありますがご指導よろ
しくお願いします。

希
望
の
郷

①元木達也 
②支援員
③日々、勉強の毎日を過ごさせ
て頂いています。一生懸命頑張
りますので、よろしくお願い致
します。

①犬伏有美 
②看護師
③利用者の皆様が心も身体も健
康で、穏やかな毎日を過ごせま
すようにサポートさせて頂きた
いと思っております。

①井口佳那子 
②臨時支援員
③障がい者施設で働くことは初
めてであり、日々勉強の毎日で
すが、これから頑張っていきた
いです。

①島原美奈 
②臨時支援員
③至らない点が多すぎて、職員
の先輩方にはご迷惑ばかりかけ
てしまっておりますが、日々精
進してまいりますのでよろしく
お願い致します。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

視
聴
覚
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

地
域
生
活
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー ①宮本　悦子

②非常勤支援員
③図書を担当しています。
利用者の皆さんに楽しんで
もらえる本を紹介できるよ
う努力していきたいと思っ
ていますので、よろしくお
願いします。

①西泉多衣子
②臨時補佐員
③日々、多くのことを
学んでおります。
心配りを忘れず、一生
懸命頑張りますので、
よろしくお願い致しま
す。　

①吉積　路子
②臨時相談支援員
③常に初心を忘れず、
一つ一つの仕事に丁寧
に取り組んでいきたい
と思います。

ス
ポ
ー
ツ
協
会

①多田　友美
②臨時指導員
③日々勉強の毎日です。
初心を忘れず、仕事に励
みたいと思います。
至らない点も多くあるか
と思いますが、ご指導よ
ろしくお願いします。熊本地震で感じた視覚障がい者の支援

派遣職員から報告
【派遣期間：平成２８年５月５日～８日】
徳島県立障がい者交流プラザ
視聴覚障がい者支援センター　阪井支援員　

  今回の派遣では、手帳の保持者名簿・要援護者名簿を
使って安否確認を行い、白杖や音声時計といった特別な
支援物資の配布を行いました。今回の震災では、早期に
安否確認用の名簿が提出されたことで早期から支援に入
ることが可能となりました。しかし、視覚障がい者まで
福祉避難所などの情報が伝わっていなかったり、提出が
あった名簿が実情と異なっていたりと今後の震災支援の
課題もありました。

防犯訓練の実施　

  平成２８年７月２８日(木）、障がい者支援施設希望の
郷にて警察官を招いた防犯訓練を行い、利用者や職員等
４０人が参加しました。
　保護者を装った不審者が施設内に入ろうとして正面玄
関付近で包丁をもって暴れているといった想定で、緊迫
した雰囲気の中で訓練を行いました。その後の講評で
は、防犯対策の確認、警察へのスムーズな通報・連携強
化、専門的な立場からの施設防犯設備のチェックをして
いただきました。
　防犯対策は１施設が単独で行おうとしても限界があり
ます。今後地域の中で存在し、共存する施設として地域
の方々等とこれまで以上に連携を密にして共同して防犯
対策を講じていくことが必要と感じました。

新任職員研修会

 新規採用職員研修を平成２８年６月２９日（水）に 障
害児入所施設未来にて開催しました。
研修では、「徳島県社会福祉事業団の概要について」等
のグループディスカッションを通して事業団職員として
の自覚・チームワーク等を学びました。
 この研修に参加した職員からは、他施設との意見交換・
交流ができて有意義であったとの感想が多く寄せられま
した。他施設との交流によって横のつながりができたこ
とにより同期との悩みの共有・刺激を与えあえるいいき
っかけになったようです。

トピックス 

徳島県総合防災訓練への参画
　
　徳島県社会福祉施設経営者協議会参画のもと、「徳島
県総合防災訓練」の訓練想定に沿って平成２８年９月に
防災訓練を実施しました。
　入所施設・指定管理施設の運営を行っていることから
各施設において避難すべき対象者の安全な避難を行うこ
とを重点に置き防災訓練を実施しました。訓練では、訓
練想定による初期対応を行い、被害状況・情報収集・備
蓄食料等の確認を行いました。
　今後発生が懸念されている地震等に備えるために、定
期的な訓練・防災関係機関との協力体制の確立と強化を
図って、職員一人ひとりの防災意識を高め地域防災に貢
献していきたいと考えています。

障害者支援施設希望の郷での防災訓練の様子
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第
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評
議
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選
任
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会

 

運
営
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

十
二
月
期
の
期
末
及
び
勤
勉

　
　
　
　
　
　
　

手
当
の
支
給
割
合
に
つ
い
て

お久しぶり、

お元気でしたか？

ピース！

第
115
回
理
事
会
、
第
45
回
評
議
員
会
が
、
平

成
二
十
八
年
三
月
二
十
三
日
に
障
が
い
者
交
流

プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
が
審

議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
事
項 
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い
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一
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二
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規
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正
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三
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十
七
年
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正
予
算
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四
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平
成
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十
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度
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業
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及
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第
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任
期
満
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伴
う
評
議
員
の
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任
に
つ
い
て

第
六
号
議
案　

所
属
長
の
任
免
に
つ
い
て

報
告
事
項
で
は
、
障
害
者
支
援
施
設
希
望
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郷
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労
支
援
棟
耐
震
診
断
業
務
等
の
入
札
結
果

に
つ
い
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の
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ま
し
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第
116
回
理
事
会
、
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回
評
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日
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第
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月
期
の
期
末
及
び
勤
勉
手

当
の
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つ
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て

第
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属
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の
任
免

第
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事
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成
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十
八
年
六
月
七

日
に
障
が
い
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交
流
プ
ラ
ザ
に
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い
て
開
催
さ

れ
、
次
の
議
案
が
審
議
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、
原
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り
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意
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た
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理
事
長
の
選
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に
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第
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議
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理
事
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務
代
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選
任

に
つ
い
て

に
つ
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一
号
議
案
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は
、
三
宅
理
事
長
の
退
任
に

伴
う
後
任
理
事
長
に
小
谷
敏
弘
理
事
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

第
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回
理
事
会
、
第
47
回
評
議
員
会
が
、
平

成
二
十
八
年
七
月
十
三
日
に
障
が
い
者
交
流
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
が
審
議

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案 

定
款
の
変
更
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

諸
規
程
の
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正
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　
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成
二
十
八
年
度
徳
島
県
障

が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
事

業
計
画
に
つ
い
て

第
四
号
議
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平
成
二
十
八
年
度
補
正
予
算

に
つ
い
て

第
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回
理
事
会
、
第
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回
評
議
員
会
が
、
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成
二
十
八
年
九
月
十
三
日
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が
い
者
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流
プ

ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
が
審
議

さ
れ
、
原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案　

定
款
の
変
更
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

運
営
規
程
の
制
定
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業

計
画
に
つ
い
て

第
四
号
議
案　

平
成
二
十
八
年
度
補
正
予
算

に
つ
い
て

第
120
回
理
事
会
、
第
49
回
評
議
員
会
が
、
平

成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
二
日
に
障
が
い
者
交

流
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
次
の
議
案
が

審
議
さ
れ
、
原
案
ど
お
り
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
号
議
案 

定
款
の
変
更
に
つ
い
て

理
事
会
・
評
議
員
会
報
告

第
115
回
理
事
会

　
　

第
45
回
評
議
員
会

第
117
回
理
事
会

第
116
回
理
事
会

　
　

第
46
回
評
議
員
会
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第
118
回
理
事
会

　
　

第
47
回
評
議
員
会

第
119
回
理
事
会

　
　

第
48
回
評
議
員
会

第
120
回
理
事
会

　
　

第
49
回
評
議
員
会

　平成２７年度財務状況

第120回理事会（障がい者交流センター）

第116回理事会（障がい者交流センター）

２．法人単位の事業活動の状況

（１）サービス活動増減差額

①サービス活動収益

②サービス活動費用

（２）サービス活動外増減差額

①サービス活動外収益

②サービス活動外費用

（３）特別増減差額

①特別収益

②特別費用

税引前当期活動増減差額

税引前当期活動増減差額

前期繰越活動増減差額

当期末繰越活動増減差額

基本金取崩額

その他の積立金取崩額

その他の積立金積立額

次期繰越活動増減差額

9,765

項目 金額（千円）

▲ 21,186

911,244

932,430

減価償却費 73,050
国庫補助金等特別積立金取崩額 ▲ 33,663

その他サービス活動費用 893,043

7,457

（※）端数処理の関係で合計が一致しないこともあり得る。

2,308

▲ 5,981

180

6,161

1,077,163

▲ 19,710

▲ 19,791

1,057,372

0

50,090

67,778

1,039,684

１．法人単位の資金収支の状況

①事業活動収入
・介護報酬等の公費
・利用者負担金
・その他収入

②事業活動支出
・人件費支出
・事業費支出
・その他支出

①施設整備等収入
・施設整備補助金等の公費
・その他収入

②施設整備等支出

①その他の活動収入
②その他の活動支出

当期末資金収支差額
前期末支払資金残高
当期末支払資金残高

572,357

項目 金額（千円）

（１）事業活動資金収支差額 22,523
920,810

10,424

73,634
274,819
898,287
587,236
144,609
166,442

（２）施設整備等資金収支差額 30,874
41,298

58
41,240

273,548

（３）その他の活動資金収支差額 ▲ 21,726
58,030
79,756
31,671

241,877

３．法人単位の資産等の状況

（１）資産の部
①流動資産
②固定資産

（２）負債の部
①流動負債
②固定負債

（３）純資産の部
減価償却累計額

金額（千円）

449,327

項目
2,422,836

341,100
2,081,736

179,011
91,401
87,610

2,243,825


